Some episode analyses about the preschool children\u27s play : Through the observation of a peer group in the five years old class by 井口 均








































(1) エピソー ドで何がみれるのか - その有効性と限界 一



















































も (k-5-2, 4, 7, 8),他児と交わるための基本的ルールを知らなかったり,思い
通 りにならないとすぐ暴力に訴える子ども (k-5-5, 6, 1,k-6-1, 2),保育者
の言動に過敏な子ども (k-5-14,16,17),保育者 との会話が成立しない子ども (k-5
-10,ll,12,13),保育者 との会話の方が上手な子ども (k-5-9)などが主な内容であ
る｡保育所児に関する記述では,同年齢児での集団遊びで孤立したり,一人遊びに傾倒す
る子ども (n-5-6, 7,8, 9,10,ll,12,17,n-6-4),他児と交わるための基
本的ルールを知らなかったり,思い通 りにならないとすぐ暴力に訴える子ども (∩-5-14,
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の転換が求められていると考えるからである｡エピソー ド分析による子どもの理解はそう
した転換への糸口を兄いだす上で必要 となる1つの方法 と考える｡




































A-5-3:九 に入 らなかったり,JLい) りにな らないと泣 いた り.■手を叩いて居れする.Jr■･や交代 もで卓ない .(J?児)
n-514:村井事の内書 をgJFしているにも拘 らず.してはいけないことを必すする.珪暮すると,自分で rLた らタメ｣と書っているが.





n-a-9:ゲームやルールのある暮びには●Jpで書ない. 2- 3JLのクラスの未J とな ら暮ぺることtIあも.(h9E)
n-a-10:クラスのAtZLは入れ丁と♯巾外れになることが事い,小さいクラスの子 e泣かせたりする.本人は書t と書す こと#* い
という,(女児)




n-5-14:子供■士の*書で自分の暮兄が暮 らない■合,*た●事のJLAが 自分のJLっているJr暮と暮った●合な ど,Jt書に*ぴ■ねて
汝書叫ぶ.金主Jの書 うことには耳を■けない.(J!児)
n-5-15:主事 とう*く■わ り食えないことがさい.小事4年生の書 とdl+N書はあるが.書Iに rクソJlJTTJrこいつJなど&JL
な書三■をつか う.書チIl事がややAになる.(JI9E)
n-5-18:独 占*がI く.自分が好さな千 としかjLはない.その手が4児 とよった り.1んだりすると4児がその子を義すtで泣いて
いろ.書Iにもペ ック T)していろ.上の千 と年●ht暮れているのも■♯ しているとJLわれる.(女児)
rL-5-17:よ■ とのコミュニケーションをう*<とれない.そのため一人tぴがさい.(JB児)







A-6-2:el分で書九で行■でさない. 3J くらいtで,&父や文書に叩かれなが ら*fされていたらしい.何 もしない去暮七い
きなり叩いていた りす も.(男児)
n-8-3:礼+巾だが■で こそこそする.♯7才を休みがもで.8分の暮JLt*ともに1rAない.チ ビtIの中では支配的な 7)-ダー
として暮古井 う.(Jl児)
A-6-4:ルールのあも暮び,ゲームな どには●加で書ない.いつもはかな り発暮がよれているとJLわれらJIの千 と暮ぶか, 3JLクラスの
女の子 とitぷ ことが多い.クラスのIIじ女の子たちとは暮ぺない.(JI児)
n-6-6:スローペースで 自分*出さな くな り,よ3+に叩かれてtI,r*い.するなJ とロに出 して甘えない.(JI妃)
nl8-6:クラスの リーダー的書をだけに自分が巾でt>一書 とJLい込んでいるところがあり.自分のJLい1 わにな らないと書冊に入れて
あげなかった り,暮J一書な ことe書 う.溌書がJLていると▲に+ しくなったりすも.(JI児)
rL-6-7:わざと反対のこと手書ったtI,*暮に鳶事 もしないで書いjlLたり,■書暮った りする.くJt児)








































































K男はY男が持っていた棒を (*1)もらい,川床に置いて ｢滝｣ と命名｡移動した時
に蟻を見つけ,水を流した時にできた泡の上 (*2)に置いたりなどして遊ぶ｡｢全然とわ
ん｣とす くってもっすくっても落ちて くる砂に不満を漏らすY男の川掘 りにK男が加わり,
自分が掘れた場所を示して,｢はらできたよ｣と自慢げに話す｡その後,スコップを川の


























































































はだめ ?(作って欲しいの意味)｣と要望をK男に伝えると,K男は ｢いいよ｣と快 く応じ
る｡K男は ｢階段ならここでいいよ｣ と適当な場所を見つけて作る (図ア)0K男は ｢ほ
らでき上がり｣ と自慢そうにでき上った階段状に重ねたコースを眺めながら,長椅子の側
の柱に登って,｢(?) くん,ここ登れる?｣と聞 く｡その直後,他の 3人 (T男,Y男,
A男)がオットットを履いてコースに出る｡K男は柱に登ったままの状態｡T男が ｢××
を仲間に入れる?｣と聞くと,K男は ｢いいよ｣と素直に承認する｡T男がオットットを

















































K ｢先生 (担任)見てて｣と柱に登ってみせ,柱から下 りてコースをオットットを履
かずにスター トからゴールまで走る｡
その後,K男もオットットを履いてコースをゴールまで歩ききろうと試みるが,なかな
か上手 くいかず途中で何度もこける｡スター ト地点を最初にこけてしまう階段 1に変えて
みるが上手 く歩けない (図キ)0T男からコースを簡単にするよう頼まれた時は無視した





















































現 在の生活 において客観 的 レベルで推測可 能な こと
主観 的的 レベルで感 じてい ると推測 され ること
図4 園での行動現象を関係性から理解する視点とその相互連関
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